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「秋季火災予防運動」守りたい  未来があるから  火の用心
　白山野々市広域消防本部　☎ 276－9482

　11月９日㈯～ 15日㈮の７日間、全国一斉に秋季火災予防運動が実施されます。火災が発生しやすい時
季を迎えますので、火の取り扱いには十分注意し、大切な命や財産を火災から守りましょう。

住宅防火　いのちを守る のポイント

４つの習慣

１. 寝たばこは絶対にしない、させない。
２. ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
３. こんろを使うときは火のそばを離れない。
４.�コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

６つの対策

１. �火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろなどは安全装置の付いた機器を
使用する。

２. �火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目
安に交換する。

３. �火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類およびカ－テンは、
防炎品を使用する。

４. 火災を小さいうちに消すために、消火器などを設置し、使い方を確認しておく。
５. 高齢者や身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
６. 防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

市民生活課　☎ 227－6052
井戸情報提供のお願い

　市では市内全井戸のデータベース構築のため、市内の未登録既存井戸の把握を進めてい
ます。井戸を所有している人は、市ホームページから井戸設置済届出書をダウンロードし
提出してください。
　井戸の使用方法の変更、廃止などを行った際も改めて情報提供をお願いします。また、
所有する井戸の登録の有無が不明の場合は問い合わせてください。
　提供された情報は、適切な水管理を行うための基礎資料としてのみ活用されます。

市ホームページ
はこちら▼

対象
市内にある（未登録の）既存井戸
※�消雪用、農業用、工業用、建築用などの種類は問いません。
必要な情報
・所在地（できるだけ正確に）
・用途（消雪用、農業用、工業用、建築用など）
・利用状況（現在利用している /していない /利用する予定があるなど）
・�その他詳細情報（深さ、口径、ポンプ出力、吐出口径、揚水量、水位、水質などが分かる場合）
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子育て支援課　☎ 227－6077　 FAX 227－6252
子どもの虐待を防ごう

　11月は「秋のこどもまんなか月間～オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン～」です。その取
り組みの一環として、児童虐待防止のための広報・啓発活動を実施しています。児童虐待は子どもの人権を
著しく侵害し、心身の健やかな成長発達を妨げます。児童虐待防止を地域全体で取り組むことで、発生の予
防や早期発見につながります。

児童虐待とは？
●身体的虐待
　殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせるなど。
●心理的虐待
　言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で家族に
対して暴力を振るう（DV）など。
●性的虐待
　子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にするなど。
●ネグレクト
　家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、
重い病気になっても病院へ連れて行かないなど。

あなたの一本の電話で救
われる子どもがいます。
児童虐待かもと思った
ら、すぐに電話してくだ
さい。最寄りの児童相談
所につながります。
※�一部の IP 電話からはつながり
ません。通話は無料です。

女性に対する暴力をなくそう
　市民協働課　☎ 227－6029

　11月 25日の女性に対する暴力撤廃国際デーに
合わせ、毎年 11月 12日～ 25日の２週間は、内
閣府が「女性に対する暴力をなくす運動期間」と
定め、女性に対する暴力の問題に関する取り組み
を一層強化しています。
　また県では、11月を「パープルリボンキャンペー
ン」と位置付けて、県、市町、各種団体が協力し、
一斉に啓発活動を実施しています。

【DV に関する相談はこちら】
DV 相談ナビ　＃ 8008

　市では、パープルリボンキャンペーンに合わせて、
以下の取り組みを行います。

取り組み一覧

パープルリボン（紫色のリボン）とは？

パープル＆オレンジリボン図書特設コーナー

パネル展

　DVをはじめとする、女
性に対する暴力をなくそ
うという国際的なシンボ
ル。身に着けたり飾った
りすることで、女性に対
する暴力根絶の意思を示
します。

市男女共同参画推進員の活動をパネルで紹介します。
日 程　�① 11月１日㈮～ 21日㈭
　 　　② 11月 23 日（土・祝）～ 29日㈮
場 所　①市役所②にぎわいの里ののいち��カミーノ

　女性に対する暴力の問題や子どもの虐待防止に関す
る書籍を集約し、特設コーナーを設置します。
日 程　11月１日㈮～ 30日㈯
場 所　学びの杜ののいち��カレード

パープルリボンツリー
　パープルリボンツリーを設置します。カードにメッ
セージを書いてツリーに飾りませんか。
日 程　�① 11月１日㈮～ 29日㈮
　 　　② 11月 23 日（土・祝）～ 29日㈮
場 所　①市役所②にぎわいの里ののいち��カミーノ

オレンジリボンとは？
　「子ども虐待のない社会の実現」を目指す市民運動のシンボルマークです。

189（いちはやく）　気づいてあげて　そのサイン
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　厚生労働省　☎ 03－3595－2219
戦没者遺骨のDNA鑑定

　厚生労働省では、遺留品などの手掛かりや情報がない戦没者遺骨の身元特定のた
め、公募によるDNA鑑定を実施しています。公募対象地域は、遺骨の検体を保管
している地域です。詳細については、厚生労働省ホームページを確認してください。

厚生労働省　
ホームページ　
はこちら▶

©2021「梅切らぬバカ」フィルムプロジェクト

市民協働課　☎ 227－6040
全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

期間　11月 13日㈬～ 19日㈫
時間　［平日］8:30 ～ 19:00　［土日］10:00 ～ 17:00
※強化週間以外の受付時間は［平日］8:30 ～ 17:15

　電話番号は全国統一番号で、石川県内でかけた
場合、平日は金沢地方法務局、土日は名古屋法務
局につながります。

　法務省の人権擁護機関では、全国一斉「女性の人権ホッ
トライン」強化週間を実施します。夫・パートナーから
の暴力やストーカーなどの事案は、依然として数多く発
生しています。この取り組みは、これらの女性を巡るさ
まざまな人権問題の解決を図ります。相談無料、秘密厳
守で人権擁護委員および法務局職員が相談を受けます。

　誰もが生まれながらに持っている自分らしく幸せに生きる権利「人権」は、日本国憲法で全ての国民に保
障されています。市では、８人の人権擁護委員が、人権の相談を受けて問題解決を手伝ったり人権の考え方
を広めるための啓発活動を行ったりしています。
　他にも、市の定例相談「市民なんでも相談」では、「いじめ、いやがらせ、家庭・隣近所」のことなど、
人権に関わる相談を受け付けています。詳しくは広報野々市 24ページ「今月の相談など」を確認してくだ
さい。

人権、人権擁護委員とは？

日　時　12月１日㈰ 10:00 開演（9:30 開場）
場　所　鶴来総合文化会館クレイン（白山市）
内　容　『梅切らぬバカ』
出　演　加賀まりこ、塚地武雅ほか
その他　�日本語字幕あり

一緒に笑ってたまに怒って涙して。このありふれた毎日が宝物。
　都会の古民家で寄り添って暮らす母と息子。ささやかな毎日を
送っていたが、息子が 50回目の誕生日を迎えた時に母はふと気
付く。「このまま共倒れになっちゃうのかね？」
　母親と自閉症を抱える息子が社会の中で生きていく様を温かく
誠実に描く。

あらすじ

人権啓発映画会
　市民協働課　☎ 227－6040

　人権の大切さを考えるきっかけとなるよう、人権啓発映画会を
開催します。申し込み不要・入場無料ですので、ぜひ来てください。
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　子育てサポート団体☆ Mady’s Land ☆　荒舘　☎ 090－7747－8281
HP www.madys-land.net

Fika Roomでひとやすみ♪～子育ておしゃべり交流会～

プログラム 対象者 内容
ベビママ Fika
対面 11月・オンライン１月
※連続３回参加

生後１～５か月の第１子を
育てている母親

子育てを始めたばかりのママ同士で毎週集まり、助産師と子
育ての話や手遊びなどをしてゆったりした時間を過ごします♪

マタニティ Fika（対面）
11・２月

妊婦とその家族
（もうすぐママ、パパになる人）

産後に役立つ赤ちゃんのお世話を助産師と一緒に体験しませ
んか♪

オープン Fika（対面）
12・２月
※詳細はホームページ

妊婦とその家族、０～おおむ
ね３歳児を育てている人

助産師による計測や相談をしたり、講師や参加者と一緒に子
育てのちょっと気になることや地域の情報交換をしたりして、
みんなで交流しましょう♪

インターナショナルFika
対面 12月・オンライン２月
※詳細はホームページ

外国籍の妊婦とそのパート
ナー、国際交流に興味のあ
る妊婦・子育て中の家族

国籍や文化を超えて、気軽に話しましょう♪　英語・やさしい
日本語で話すので、語学に自信のない人も安心です。

F
フィーカ

ika とは、スウェーデン語で仲間や家族と過ごすティータイムのことです。妊婦さんや子育て中の人も、
おしゃべりやリフレッシュを兼ねて一緒に「ひとやすみ」しませんか♪

希望する講座に右記のいずれかで申し込み ①申し込みフォーム（二次元コード読み取り）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ②メール　 info@madys-land.com

オンライン参加について
・Zoomを使用します。参加に不安がある人は、参加方法などを説明しますので問い合わせてください。
・固定回線やWi-Fi 環境を推奨します。

市民生活課　☎ 227－6052
11月はエコドライブ推進月間

　車での外出が増える行楽シーズンの到来です。外出の際に、エコドライブを心掛けてみませんか。エコド
ライブには、特別な知識も高度な技術も必要ありません。大切なのは、「環境・人」に優しい運転を積み重
ねていくことです。そこで、今日から始められる「エコドライブ 10のすすめ」を紹介します。

エコドライブ10のすすめ（出典：環境省デコ活ホームページ）

１ 自分の燃費を把握しよう ６ ムダなアイドリングはやめよう

２ ふんわりアクセル「ｅスタート」 ７ 渋滞を避け、余裕をもって出発しよう

３ 車間距離にゆとりをもって、加速・減
速の少ない運転 ８ タイヤの空気圧から始める点検・整備

４ 減速時は早めにアクセルを離そう ９ 不要な荷物はおろそう

５ エアコンの使用は適切に 10 走行の妨げとなる駐車はやめよう
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　①、②に関すること   　松任税務署　　　 　☎ 276－2698
③、④に関すること  　（公社）松任法人会　☎ 274－3157

税を考える週間　～これからの社会に向かって～

　11月 11日㈪～ 17日㈰は「税を考える週間」です。税の意義や役割について考え、税に対する理解を
より一層深めてみませんか。

日　時　11 月 21日㈭ 15:00 ～ 17:00
場　所　松任学習センタープララ（白山市）
定　員　200 人
【第１部】15:00 ～
テーマ　�「税務行政におけるDXとお酒の雑学」
講　師　西尾誠氏（松任税務署長）

【第２部】15:30 ～
テーマ �「歴史の岐路に立つ日本」
　　　　～私たちは今、何をすべきか～
講　師　門田隆将氏（ジャーナリスト）

日　時　11月 28日㈭ 13:30 ～ 15:30
場　所　松任学習センタープララ（白山市）
定　員　60 人
【公開講演会】13:30 ～
テーマ　�「日本の素晴らしさを知ろう」
講　師　多賀千之氏（多賀クリニック院長）

【租税教室】14:40 ～
テーマ　�「厳しい時代に中小企業が生き延びるヒ

ント」～諸経費のアップに負けない経営
を…～

講　師　釡谷華氏（北陸税理士会松任支部税理士）

①作品展示

　小学生、中学生、高校生から提出された税に関
する作品の優秀作品を展示します。
日　時　11 月 11日㈪～ 17日㈰
　　　　9:00 ～ 21:00
場　所　アピタ松任店（白山市）

②北陸税理士会松任支部による無料税務相談

日　時　11 月 16日㈯ 10:00 ～ 15:00
場　所　アピタ松任店（白山市）

③公開講演会 ④公開講演会＆租税教室

11 月 14日㈭までに石川税務連
絡協議会・（公社）松任法人会に
電話または申し込みフォーム▶

11月 21日㈭までに（公社）
　　松任法人会女性部会に電話または
　　申し込みフォーム▶

出張年金相談会
　11 月 27 日㈬までに金沢南年金事務所　☎ 245－2311（音声ダイヤル１→２）

　日本年金機構金沢南年金事務所による出張年金相談会を市役所で開催します。この機会に年金のことを考
えてみませんか。
日　時　11月 28日㈭ 9:30 ～ 16:00
受　付　市役所保険年金課
内　容　・年金記録、納付状況の確認
　　　　・国民年金保険料の免除申請、追納の相談
　　　　・各種年金（老齢、遺族、障害）の請求相談
　　　　・年金受給見込み額の確認など
持ち物　�基礎年金番号の確認ができるもの（年金手帳、基礎年金番号通知書など）、
　　　　本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカードなど）
その他　�予約の際は基礎年金番号が分かるもの（年金手帳など）、または個人番号の分かるもの（マイナ

ンバーカードなど）を準備して連絡してください。
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企業の力で家庭教育を支援しませんか
　生涯学習課　☎ 227－6117

　「野々市市学校・家庭・地域応援企業」としてコミュニティ・スクールや
家庭教育を支援しませんか。以下の①～⑤のうちいずれか１つ以上の取り
組みを行う企業を市教育委員会が登録し、企業の取り組み内容をPRします。

【取り組み】
①学校行事への参加促進
②学校と地域の協働活動
③家庭教育の推進
④職場見学や職場体験の実施
⑤企業からの独自提案

制度の詳細はこちら▶

これまでの登録企業はこちら▶

11 月 29 日㈮までに健康推進課または二次元コード ☎248－3511
健康のための料理教室

日　時　�12 月５日㈭ 10:00 ～ 12:00
場　所　�市保健センター
内　容　�ベジチェック（希望者）、持参したみそ汁の塩分

チェック、食生活改善推進員による講話・調理実
習（魚のホイル焼き・けんちん汁）

対　象　�市民
定　員　15人（先着）

参加費　200円（当日徴収）
持ち物　�エプロン、三角巾、手拭きタオル、

みそ汁（大さじ２杯程度）

申し込みはこちら▶

ホームページ　
はこちら▶

文化会館フォルテ ☎248－8000
文化会館フォルテ　貸館受け付け再開

　令和７年４月１日㈫の文化会館フォルテ　リニューアルオープンに向け、12
月１日㈰より貸館の受け付けを再開します。会館耐震補強工事中のため、抽選
受付（窓口での貸館申し込み）は以下の日時に限ります。抽選後は、通常の貸
館受付（電話のみ）を行います。その他、詳細はホームページを確認してくだ
さい。

抽選受付日 新規予約可能日

12 月１日㈰
9:30 開館・受け付け開始、10:00 抽選

令和７年
５月１日㈭～ 12月 27日㈯（大ホール）
４月１日㈫～ 12月 27日㈯（ふれあいホール・和室・各研修室）

１月７日㈫
9:30 開館・受け付け開始、10:00 抽選

令和８年
１月４日㈰～１月 31日㈯（大ホール含む全ての貸室）

※正面玄関は施錠されています。西側通用口から入ってください。
※上記抽選受付日以外は、空き状況確認・予約など電話で問い合わせてください。
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22
日
㈮
午
前
９
時
30
分
集

合
、
午
後
２
時
30
分
帰
着
予
定

集
合
場
所

に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち

カ
ミ
ー
ノ

講
師

谷
敬
子
氏
（
青
木
ク
ッ
キ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
）

対
象

本
町
地
区
住
民

定
員

18
人
（
先
着
）

参
加
費

千
円

持
ち
物

マ
ス
ク
、エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

11
月
６
日
㈬
か
ら
参
加
費
を
添
え

て
野
々
市
公
民
館

◎
食
肉
セ
ミ
ナ
ー
②
～
フ
レ
ン
チ
で
ク

リ
ス
マ
ス
の
パ
ー
テ
ィ
ー
料
理
～

市
内
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
の
シ
ェ
フ
か

ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
が
華
や
か
に
な
る
肉

料
理
「
黒
毛
和
牛
ス
テ
ー
キ
黒
胡こ

し
ょ
う椒

ソ
ー
ス
」と「
能
登
豚
の
フ
リ
カ
ッ
セ
」

を
教
わ
り
ま
す
。

日
時

12
月
3
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後

１
時

場
所

に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ

ミ
ー
ノ

講
師

東
章
裕
氏
（
ル
・
ベ
ル
ジ
ェ

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
）

対
象

本
町
地
区
住
民

定
員

16
人
（
先
着
）

参
加
費

千
円

持
ち
物

マ
ス
ク
、エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

11
月
19
日
㈫
か
ら
参
加
費
を
添
え

て
野
々
市
公
民
館

◎
「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
ク
リ
ス

マ
ス
に
素
敵
な
音
楽
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

日
時

12
月
15
日
㈰
午
後
２
時
開
演

場
所

に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ

ミ
ー
ノ

演
奏

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
室

内
管
弦
楽
団

対
象

市
民

定
員

１
０
０
人
（
先
着
）

11
月
27
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
野
々

市
公
民
館
窓
口
（
整
理
券
を
配
布
）

野
々
市
公
民
館
☎
２
４
８・０
５
２
１

富
奥
地
区

◎
推
し
活
探
し
⑤
ペ
ー
パ
ー
ク
イ
リ
ン

グ
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド

細
長
く
切
っ
た
カ
ラ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
巻

い
た
り
曲
げ
た
り
し
て
花
や
植
物
な
ど
を

作
り
、
コ
ル
ク
ボ
ー
ド
に
貼
り
ま
す
。

日
時

11
月
30
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

場
所

富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

講
師

二
口
恵
子
氏
、
森
元
道
子
氏

対
象

富
奥
地
区
住
民

定
員

15
人
（
先
着
）

材
料
費

５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物

は
さ
み
、
先
の
細
い
ピ
ン

セ
ッ
ト

11
月
７
日
㈭
午
前
９
時
か
ら
富
奥

公
民
館

◎
冬
の
富
公
祭
～
人
と
ふ
れ
あ
い
、
文

学
と
ふ
れ
あ
う
～
「
富
奥
文
芸
講
座
」

生
誕
１
４
０
年
、
没
後
90
年
を
迎
え

る
竹
久
夢
二
の
謎
に
満
ち
た
中
編
『
秘ひ

薬や
く

紫し

雪せ
つ

』を
朗
読
で
味
わ
い
ま
す
。（
ほ

う
じ
茶
と
椿
ま
ん
じ
ゅ
う
付
き
）

日
時

12
月
７
日
㈯
午
後
１
時
受
け
付

け
開
始
、
午
後
２
時
開
演
、
午

後
３
時
30
分
終
了
予
定

場
所

富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

出
演

髙
輪
眞
知
子
氏
（
朗
読
小
屋
浅

野
川
倶
楽
部
主
宰
）

対
象

富
奥
地
区
住
民

定
員

50
人
程
度
（
先
着
）

11
月
８
日
㈮
午
前
９
時
か
ら
富
奥

公
民
館

◎
推
し
活
探
し
⑥
水
引
で
作
る
「
の
の

い
ち
椿
」
の
ブ
ロ
ー
チ

冬
の
お
出
か
け
に
華
や
か
さ
を
プ
ラ

ス
！

野
々
市
の
市
花
木
ツ
バ
キ
の
ブ

ロ
ー
チ
を
水
引
で
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
12
月
14
日
㈯
①
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分
②
午
後
２
時
～
４
時

場
所

富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

講
師

石
田
歩
氏
（
Ａ
ｍ
ｕ
主
宰
）

対
象

富
奥
地
区
住
民

定
員

各
回
６
人
（
先
着
）

材
料
費

８
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

11
月
９
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
富

奥
公
民
館

☎
２
４
８・０
８
２
９

郷
地
区

◎
健
康
講
座
＆
Ｇ
Ｏ
！
郷
カ
フ
ェ

日
時

11
月
６
日
㈬
午
前
10
時
～
11
時

30
分

場
所

郷
公
民
館

内
容

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
い
て

～
健
康
に
良
い
食
生
活
～

※
詳
細
は
結
ネ
ッ
ト
へ
掲
載

講
師

織
田
友
希
菜
氏
（
お
り
た
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
副
院
長
）

対
象

郷
地
区
住
民

郷
公
民
館☎

２
４
８・０
２
５
０

押
野
地
区

◎
お
部
屋
を
華
や
か
に
生
花
教
室

～
冬
バ
ー
ジ
ョ
ン
～

生
け
花
を
飾
り
、
心
豊
か
に
な
り
ま

し
ょ
う
。

日
時

11
月
27
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

場
所

押
野
公
民
館

講
師

森
利
恵
氏
（
押
野
公
民
館
草
月

流
生
花
サ
ー
ク
ル
）

対
象

押
野
地
区
住
民

定
員

８
人
（
先
着
）

材
料
費

千
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物

花
切
り
ば
さ
み
、
花
器
・
剣

山
（
自
宅
に
あ
れ
ば
）

11
月
12
日
㈫
午
前
10
時
か
ら
押

野
公
民
館

☎
２
４
８・２
８
３
９

イ
ベ
ン
ト
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障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定

11
月
１
日
㈮
か
ら
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
後
日

交
付
さ
れ
る
認
定
書
を
確
定
申
告
や
住

民
税
申
告
の
際
に
添
付
す
る
と
、
障
害

者
控
除
と
し
て
所
得
税
や
住
民
税
の
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

要
件

65
歳
以
上
で
要
介
護（
要
支
援
）

認
定
を
受
け
て
い
て
、
市
が
定

め
る
条
件
を
満
た
す
こ
と
。

持
ち
物

申
請
書
、
申
請
者
の
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

介
護
長
寿
課☎２

２
７・６
０
６
６

市
民
公
開
講
座

「
誰
か
に
話
そ
う

自
分
の
生
き
ざ

ま
と

逝
き
方
を
」
と
題
し
た
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
在
宅
医
療

や
介
護
に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん
か
。

日
時

11
月
17
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時

場
所

に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ

ミ
ー
ノ

講
師

西
村
詠
子
氏
（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
ん
と
向
き
合
う
会
理
事
長
）

介
護
長
寿
課☎

２
２
７・６
０
６
７

女
性
セ
ン
タ
ー

◎
楽
し
い
か
わ
り
筆

い
つ
も
と
違
う
年
賀
状
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
自
由
に
言
葉
を
書
い
て
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

11
月
19
日
㈫
、
22
日
㈮
（
全
２

回
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所

女
性
セ
ン
タ
ー

講
師

上
田
婦
佐
江
氏（
創
作
書
道
家
）

対
象

市
民

定
員

15
人
（
先
着
）

材
料
費

２
５
０
円
（
初
回
徴
収
）

持
ち
物

カ
ッ
タ
ー

11
月
６
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
女

性
セ
ン
タ
ー

☎
２
４
６・０
８
１
０

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

日
時

①
11
月
16
日
㈯
②
12
月
14
日
㈯

③
１
月
18
日
㈯

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所

市
民
体
育
館

実
施
競
技

①
ト
リ
プ
ル
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
②・③
モ
ル
ッ
ク
、Ｈ
．Ｋ
．

Ｂ
．（
ハ
ッ
ス
ル
金
沢
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
）

講
師

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

持
ち
物

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
内
履
き

そ
の
他

動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く

だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
２
４
８・１
４
４
２

文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ

◎
Ｊ
ｒ
．
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
バ
ン
ド
楽
器

体
験
＆
練
習
見
学
会

音
楽
好
き
な
子
集
ま
れ
！

楽
器
体

験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
友
達
と
一
緒

に
遊
び
に
来
て
ね
♪

日
時

12
月
１
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時

（
楽
器
体
験
受
け
付
け
は
午
後

３
時
30
分
ま
で
）

場
所

に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ

ミ
ー
ノ

対
象

市
内
も
し
く
は
近
郊
の
小
学
５

年
生
～
高
校
３
年
生

Ｊ
ｒ
．
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
バ
ン
ド

事
務
局
（
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ
内
）

☎
２
４
８・８
０
０
０

喜
多
家
お
そ
う
じ
作
戦
年
末
大
そ
う
じ
編

日
時

12
月
８
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

場
所
国
指
定
重
要
文
化
財
喜
多
家
住
宅

対
象

小
学
生
以
上
の
市
民
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

定
員

30
人

持
ち
物

汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

帽
子
、
軍
手

駐
車
場

郷
土
資
料
館
Ｎ
ｏ
Ｎ
ｏ
専
用

駐
車
場

そ
の
他

動
き
や
す
く
汚
れ
て
も
よ
い

服
で
来
て
く
だ
さ
い
。

11
月
29
日
㈮
ま
で
に
の
の
い
ち

里
ま
ち
倶
楽
部
事
務
局
（
市
観
光
物
産

協
会
内
）

☎
２
４
８・７
３
３
２

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
休
止

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
、
コ
ン

ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
休

止
し
ま
す
。

日
時

11
月
12
日
㈫
、
13
日
㈬
午
前
６

時
30
分
～
午
後
11
時
、

　
　
　
11
月
23
日
（
土
・
祝
）
午
前
９

時
30
分
～
午
後
７
時

市
民
生
活
課
☎
２
２
７・６
０
４
６

犯
罪
被
害
者
週
間

11
月
25
日
～
12
月
１
日
は
、
犯
罪
被

害
者
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
な
ど
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
「
犯
罪
被
害
者
週

間
」で
す
。
こ
の
機
会
に
、「
あ
な
た
や
、

あ
な
た
の
大
切
な
人
が
被
害
に
遭
っ
た

ら
ど
う
な
る
の
か
」
を
考
え
、
犯
罪
被

害
者
や
そ
の
遺
族
・
家
族
の
心
の
痛
み

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

総
務
課

☎
２
２
７・６
０
５
１

図
書
展
示
「
わ
た
し
と
年
金
」

日
本
年
金
機
構
と
厚
生
労
働
省
は
、

11
月
を
〝
ね
ん
き
ん
月
間
〟
と
し
て
位

置
付
け
、
公
的
年
金
制
度
を
身
近
に
感

じ
、
理
解
を
深
め
る
期
間
と
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
ち
な
み
、
図
書
展
示
「
わ

た
し
と
年
金
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

来
て
く
だ
さ
い
！

日
程

11
月
１
日
㈮
～
30
日
㈯

場
所
学
び
の
杜
の
の
い
ち��

カ
レ
ー
ド

保
険
年
金
課☎

２
２
７・６
０
７
２

案
内
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こ
み
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
フ
ァ
ク
ス
可
。

申
し
込
み
用
紙
は
介
護
長
寿
課
窓
口
）

☎
２
４
８・０
０
８
６

２
４
８・０
０
６
５

小
学
生
「
環
境
問
題
」
研
究
パ
ネ
ル
展

夏
休
み
に
小
学
生
が
取
り
組
ん
だ

「
調
べ
る
学
習
」
の
中
で
、
公
民
館
連

合
会
表
彰
を
受
賞
し
た
「
環
境
問
題
」

に
つ
い
て
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
程

12
月
１
日
㈰
～
14
日
㈯

場
所

に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ

ミ
ー
ノ
、
富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
郷
公
民
館
、

押
野
公
民
館
、
女
性
セ
ン
タ
ー

中
央
公
民
館☎

２
４
８・０
５
２
１

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

中
小
企
業
の
事
業
主
が
従
業
員
の
退

職
金
を
計
画
的
に
準
備
で
き
る
国
の

制
度
で
す
。
掛
け
金
の
助
成
や
税
法

上
の
優
遇
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
外
部
積
立
型
の
た
め
管

理
も
簡
単
で
す
。
制
度
を
利
用
し
て
、

従
業
員
の
生
活
を
守
り
ま
せ
ん
か
。

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３・６
９
０
７・１
２
３
４

市
内
事
業
者
向
け
震
災
対
策
セ
ミ
ナ
ー

日
時

11
月
28
日
㈭
午
後
６
時
30
分
～

８
時

場
所

に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ

ミ
ー
ノ

内
容

①
野
々
市
市
の
災
害
リ
ス
ク
に

つ
い
て
②
被
災
地
の
現
状
と
復

興
に
向
け
た
取
組
③
災
害
に
備

え
る
！

事
業
継
続
力
を
高
め

る
中
小
事
業
者
の
計
画
づ
く
り

講
師

①
寺
西
誠
二
氏（
市
商
工
会
長
）

②
鶴
野
晋
太
郎
氏
（
鶴
野
酒
造

店
14
代
目
蔵
元
）
③
竹
田
健
一

氏
（
た
け
だ
経
営
サ
ポ
ー
ト
合

同
会
社
代
表
社
員
）

11
月
27
日
㈬
ま
で
に
二
次
元
コ
ー

ド
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス２

４
６・２
５
５
８

市
商
工
会
☎
２
４
６・１
２
４
２

医
療
と
お
金
と
終
活

在
宅
医
療
介
護
連
携
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
「
医
療
と
お
金
と
終
活
」
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
訪
問

医
療
や
終
活
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

11
月
29
日
㈮
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

場
所

に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ

ミ
ー
ノ

11
月
15
日
㈮
ま
で
に
野
々
市
よ

ご
み
の
出
し
方

◎
ご
み
集
積
所
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
ょ
う

ご
み
集
積
所
は
町
内
会
の
皆
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
清
潔
に
保
た
れ
て
い
ま

す
。
快
適
な
住
環
境
の
維
持
の
た
め
、

集
積
所
使
用
の
ル
ー
ル
は
絶
対
に
守
っ

て
く
だ
さ
い
。
自
分
勝
手
な
ご
み
出
し

は
、
誰
か
に
迷
惑
を
掛
け
て
い
ま
す
。

違
反
ゴ
ミ
が
あ
っ
た
場
合
や
ご
み
が
散

ら
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
町
内
会
の
負

担
に
よ
り
処
分・管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
引
っ
越
し
な
ど
で
大
量
の
ご

み
が
出
る
場
合
は
計
画
的
な
ご
み
出
し

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
段
ボ
ー
ル
の
捨
て
方

段
ボ
ー
ル
な
ど
古
紙
類
を
一
般
ご
み

に
出
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

古
紙
は
き

ち
ん
と
分
別
す
る
こ
と
で
貴
重
な
資
源

と
な
り
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
ま
す
。
子
ど
も
会
な
ど
の
地
域
の

集
団
回
収
や
市
役
所
東
側
の
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
近
隣
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
も
回

収
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
資

源
の
拠
点
回
収
協
力
店
」
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
利
用
す
る
場
合
は
で
き
る
だ
け
紙

ひ
も
で
ま
と
め
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
電
池
は
抜
い
て
出
し
ま
し
ょ
う

リ
モ
コ
ン
や
カ
メ
ラ
な
ど
を
電
池
が

入
っ
た
ま
ま
処
分
し
た
場
合
、
収
集
や

処
理
の
過
程
で
火
災
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
電
池
を
取
り
出
す
こ
と

が
で
き
る
製
品
は
電
池
を
取
り
外
し
て

か
ら
燃
え
な
い
ご
み
へ
、
取
り
外
し
た

電
池
や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
は
燃
え

な
い
ご
み
の
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
電
池
を
外
せ
な
い
も

の
は
、
燃
え
な
い
ご
み
の
危
険
物
の
コ

ン
テ
ナ
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
あ
る
充
電
式
電

池
は
、
販
売
店
の
回
収
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
生
活
課☎

２
２
７・６
０
５
２

年
末
調
整
説
明
会

日
時

11
月
14
日
㈭
、
29
日
㈮
①
午
前

10
時
～
11
時
40
分
②
午
後
１
時

30
分
～
３
時
10
分

場
所
〈
14
日
〉
松
任
学
習
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ラ
（
白
山
市
）〈
29
日
〉

松
任
税
務
署
（
白
山
市
）

内
容

令
和
６
年
分
年
末
調
整
時
の
定

額
減
税
事
務
な
ど

講
師

松
任
税
務
署
担
当
官

対
象

各
事
業
所
の
給
与
事
務
担
当
者

定
員

各
回
40
～
80
人

松
任
税
務
署☎

２
７
６・２
３
４
５




